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川越市の幼保小連携



川越市

面 積 109.13㎢
人 口 35万人超

平成15年に埼玉県内で初めて中
核市へ移行。
令和４年12月に市制施行100周
年を迎えた。

I奇干県

川越市



● 私立幼稚園・認定こども園３０園

● 市立保育所２０園

● 私立保育所４１園

● その他小規模保育施設や事業所内保育所

● 小学校３２校
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● 私立幼稚園・認定こども園 4,363人

● 市立保育所 1,545人

● 私立保育所 3,012人
※令和6年7月1日現在

● 児童数 １６，９０８人
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幼保小連携の柱

幼児教育
振興審議会

市教育委員会の幼児教育振興
を推進する要。

川越市ときも
学びのプロセス

幼保小の連携への理解を図る
ためのリーフレット。

子供の
よりよい成長を
考える研修会

幼保小の連携を推進するため
の職員向け合同研修会。

幼保小連絡
懇談会

幼保小の職員の交流。保育
や教育の参観。

）l|越市ときも学びのプロセス
～紅はリ1（どものI"'もと字UFつ8ぐへ・

面を裏くもち，自ら字〇曹え、行ll~ る子ともの肖隅

泊乞国］こ
自立



川越市ときも学びのプロセス

リーフレットの特徴

● 園・小学校の教職員向けリーフレット

● 幼保小の子供の育ちと学びをつなぐために

● 幼児期から学齢期への子供の学びの姿を整理

● 「幼児期の終わりまでの育ってほしい姿」を共有

● 家庭用として簡易版を作成

● 市HPに掲載
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子どもの発達や学びは、幼児期から児童期を通じて連

続し、さらに将来にもつながっていきます。

一人ひとりの子どもの発達や学びを、切れ目のないよ

うにつなぎ、次の段階で一層発展できる教育・保育を目

指すために「ときも学びのプロセス」を活用していきま

しょう。

幼1糾園・保育図 ・小学校・
保摂るがつながり．子ども一人ひと

りの安心を大切にします．

（就学前］

通びを通して学ぶ

【就学前）

ーチカリキュラム

＜架け橋期カリキュラム＞

幼児期（学びの芽生えの時期から自党的な学びへ）

【小学校】

スタートカリキュラム

［小学校】

教科等の学習を中心

児童期（自党的な学びの時期）

■子どもの育ちや学びの見通しをもっために
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有しましょう。 疇~

(1)健康な心と体 12)自立1じI (3)協同性 (4)迫悪性 ・規範意ぬの芽生え (5)社会生活との閲わり (6)思者カ

(7) 自然との関わり • 生命苺望 (8)数目や図形、標諏や文字なとへの閲IじI・惑党 19)言菜による伝え合い (10)翌かな感

辺んだ後に手を洗いました．これIュ、111と12lの姿につながりますが、水返前でiiiんだり．自分より幼い了を手伝ったりする活珈こよって、15)の辺にもなっています．／」＼守校入デ後I;)、この姿を工台として、「は比的な工活翌伯』や「デぼや菜団工活への安心fiilJ、「よりよい人閻関係の形版J

ます．ごっこ辺Uをしました．こn1;;、191・110)の妄につながりますが、花や動況の役になりさったり、臼潟人窃に只屯して表因を工天したりする:さ!IJによって、17)や16)の姿にもつながっています．この姿ば、9J1字授入字後に「命への民はの念Jや、re分の伝えたいことを表況する力」や
心」を目てる土台となっていエす．団粘土で制作をしました．作品を作る活虹によって!61や181の姿につながっていることがりかりますが友だらと只口合ったり意只を言い合ったりすることで13)の姿となり、近只の正しい扱い万やルールを可る祐示を団B9して造めることで14)の辺にもつなが
目らのイメージを只現することで110)の姿にもなっています．／」＼学校入学浚は、 「好百心や探究する翌碧」『表したいという思いを昂に工夫して表現する刀」「翌かな情IQや心Jにつながっていきます． ※訂迅は:llii!i参照

視 点

健
康
な
生
活

0~1歳児

Of建康で安全な環県で心地よさを
感じる．

〇正しい生活リズムを整えながら

過ごす。

〇遊ひや生活の中で体を勁かす。

〇食品や謂理形態に惜れ、食への忠

欲をもっ．

他
者
と
の
関
わ
り

0安心感をもって過ごし、t恩やかな
生活を経験する。

0人と罪れ合う心地よさを知る。

2歳児

0怠欲的に過ごせるようになる。
〇身の固りのことを自分でしよう

とする，
Of建張な生活l)ズムを身に付1ブ始
めるし
〇楽しんで食出をする

0安心感のある生活の中で、 1旦類閃
係を交＜．

0白分の気刃ちを安心して表現で
さるようになる。

0安心できる環境で五愁を翌かに ，
0自然と触れ合う中で、揉々なこと

3歳児

0旦本的生活習惜を呈1こ付ける。
0身の＠りのことや生活に必要な
ことを自分でしようとする。

0食品に典阪をもち、食巾を楽し
む。

0主体的な活動を摂助されながら、
探索慈欲を丙める。

4歳児

0健康や安全に興昧をもち、旦本的
な生活芭伯をgに付ける。

〇身の固りや生活に必要なことが

わかり、見通しをもって行動しよ

うとする。

〇友達と認め合える信頓関係を築

く。

0禄勾な経験を通して自信をもっ．

〇身冠な人と親しみ、関わりを深め 0人人との安定した関係の中で、反 〇哀：塁：芸：翌0わりをもって遊 。翌さ合］E宅点喜は畠忍叉悶：E
て愛5邸係を築く。 達と過ごす゜ 気付く．

5歳児

0健腹や安全に興味をもち旦本的
生活習佃を身iこ付け、見通しをも

って行勁する。

0食事を楽しみながら身体と食べ
物の関係を知る。

0思いやりや自分の役割について
者えをもつ。
0主体的に活動し、自分に自信をも
つ。

〇友達と活動する中で共通の目的

を見い出し、協力してやりとげよ

うとする。

O EJ然などの身近なぽt見に関/~\を 0自然など様閃な環境にほ極的に 0自然や身近な環境との関わりの

幼

児

期

の

終

わ

り

ま

小学

0健康への興
〇健膜的な生;,

〇学校主活へ

0食への感謝
0命への畏敬

0主体的な学
0自己肯定感
〇学校や集団

安心感

〇よりよい人

形成 ＿

〇多様な1也者



研修会の特徴

● 目的 幼児期から子供の発達についての理解

を深め、発達段階に応じた指導方法を工

夫改善するとともに連携を図る。

● 対象 市立小学校教員 (各校1名の悉皆研修)

※幼稚園・保育所・認定こども園は希望

● 時期 年1回（夏季）

● 形態 講演とグループ協議

子供のよりよい成長を
考える研修会



幼保小連絡懇談会

懇談会の特徴

● 目的 幼稚園、認定こども園、保育所及び小学校低

学年の保育や教育の現状を相互に知ること

によって幼児教育や小学校低学年教育につ

いて理解を深め、その充実を図る。

● 対象 市立小学校・幼稚園・保育所・認定こども園
（原則管理職を含む2名）

● 時期 年1回 1月下旬から2月

● 形態 市内を6つのグループに編成（近隣を基本とする）

授業参観とグループ協議

※今年で４７回目となる懇談会であり、本市の幼保小連携の要である。



開発会議等の体制づくり



体制づくり

● カリキュラム開発会議の構成
□ 幼児教育の専門家（大学教授等 ２名）

□ 保育所の代表（園長 １名）

□ 幼稚園の代表（園長 1名）

□ 小学校の代表（校長 2名）

● 協力園・協力校
□ 様々な施設類型（公立・私立・幼保・大規模・小規模等）による研究

□ 公立だけでなく、私立幼稚園・認定こども園協会や、私立保育園

協会との連携が重要である

架け橋期のカリキュラム開発会議

市立小学校
（大東東小、福原小、新宿小、今成小、山田小）

川越市教育委員会

幼児教育振興審議会

カリキュラム開発会議

架け橋期のカリキュラム開発

スタートカリキュラム開発

アプローチカリキュラム開発

協力園・協力校

市立保育所（今成保育園、神明町保育園）

私立保育所（レイモンド川越保育園）

私立幼稚園
（ひまわり南幼稚園、ふくはら幼稚園）



学びの連続性をふまえた未来につながる力の育成

3年間の調査研究の流れ

2年目
R5

カリキュラム開発会議

幼保小の連携モデルを研究

● 協力園＋協力校（４園・４小）

● 連携モデルとして連携会議を行い、

架け橋期のカリキュラム(先行モデ

ル）を開発（Ｒ６は実践へ）

● Ｒ４の園の研究を小学校で検証

カリキュラム開発会議

幼児期の育ちと学びを研究

● 協力園（４園）

● 幼児教育・保育の工夫

1年目
R4

カリキュラム開発会議

横展開に向けた研究

● 新たな協力園＋協力校（１園・１小）

● ２年間の研究を基に架け橋期のカリ

キュラムを作成・実践するとともに、

スタートカリキュラム・アプローチカ

リキュラムを工夫改善して実践

● 開発会議においてカリキュラム（先

行モデル）を基に、川越市の各カリ

キュラム例を開発

3年目
R6 -------



私立幼稚園
ひまわり南幼稚園

● 非認知能力と認知能力の
一体的な育成

● 様々な遊びの要素を加え
て運動し体幹の育成

私立幼稚園
ふくはら幼稚園

● 園児の言語能力に着目し
た「聞くｚｚ力」の育成

● 幼小での指導者の評価視
点の違い等を考察

私立保育所
レイモンド川越保育園

● アクティブ・ラーニングの視
点を保育に取り入れる

● 一人一人の追跡調査を保
育に生かす

市立保育所
川越市立今成保育園

● 遊びを通した学びと表
現する力の育成

● 様々なからだつくりを意
識した保育

幼児期の育ちと学びの研究
1年目
Ｒ４
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４つの架け橋期のカリキュラム（先行モデル）

● 各園・小で連携を推進するために、年３回以上の「連携会議」を実施

● 各園・小の実態に応じた「架け橋期のカリキュラム（先行モデル）」を開発

● 令和４年度の園での研究を、小学校で検証し共有

● 先行モデルの研究内容を市内で共有（研究発表会を実施）

2年目
Ｒ５

幼保小の連携モデルの研究

ひまわり南幼稚園 × 大東東小レイモンド川越保育園 × 新宿小今成保育園 × 今成小ふくはら幼稚園 × 福原小
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3年目
Ｒ６

横展開に向けた研究

2年間の成果を課題を生かして

● ２年間の研究をもとに、「川越市架け橋期のカリ

キュラム例」を開発

協力園 神明町保育園 × 協力校 山田小

● 架け橋期のカリキュラムを、実際の保育や指導

に生かすことができるように、「スタートカリキ

ュラム」と「アプローチカリキュラム」を工夫改善

● ３年間の研究成果を市内で共有（研究発表会）

● 各カリキュラム例を、全園・全小学校へ周知

●n橋層力＇）キ ュ 9ム （ ーー．賓薗 • 00幼惰● •00匠字ことも●{OOJ9字R) ,心a.'一 一99ふ
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架け橋期のカリキュラムの概要
及び作成プロセス



川越市架け橋期のカリキュラム

育ちと学びのつながりを
可視化するために

● 市立保育所と小学校のカリキュ

ラムを基本として、幼稚園・認

定こども園・私立保育所も参考

にできるモデルとして作成

● 「共通の視点」で話合い・共有す

ることで各園・各校の実態に応

じたカリキュラムが作成できる

● 育ちと学びのつながりを可視

化することで具体的な実践に

生かす

● アプローチカリキュラムとスタ

ートカリキュラムと合わせて活

用する

架け橋期カリキュラム (00保育園 ・00幼稚園 ・00認定こども園／00小学校） 濠初 Jキュラム匹立保育●そ璽本としてし1n .
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川越市アプローチカリキュラム

遊びを通しての
総合的な指導を可視化して

● 市立保育所を基本として、幼稚園・

認定こども園・私立保育所も参考

にできるモデルとして作成

● ５歳児の時期において、どのよう

な育ちや学びがあるのかを、５領

域を基に「保育の視点」と「具体的

な活動」で整理

● 架け橋期のカリキュラムで2年間

を見通した上で、より具体的に幼

児期の育ちや学びを共有する

JI|越市アプローチカリキュラム例（公立保育園をベースにしています）

頂
5

h

 ，
 

保育の視点 1月 2月 3月 学
年

ーj

1
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川越市スタートカリキュラム

育ちと学びのつながりを
可視化するために

● 小学校に入学した子供たちがス

ムーズに小学校の生活や学びに適

応できるように、市内の全校が参

考にできるモデルとして作成

● 絵本の読み聞かせや身体を動かす

時間、歌を楽しむ時間など15 分

ずつ時間を区切って学習するモジ

ュール制

● 第1週から第５週までの期間

● 小学校の生活に慣れ、「学校は楽し

いところ」を実感できるように

川越市立00小学校スタートカリキュラム週案 （索） I が 11 | 川越市00小学校スタート カリキュラム週案 （案）
茅2退 14?15口～4月20口）

ふ濯直正叫 l年生にわた名しさを；；iliに起大きくなったコびを感じながら．学校で；；ごすごとができる．

朝の会から1峙間目を達萩した時間とし．幼児月に親し

んできた近びや店，，・交芝する活如を位こ付け、楽しい

気打ちで1日がスタートでさるようにする。

20日

土

二 ］？芯‘なぷ悶餅Lい人間閉係を某いていくこ
胡の会 とを99らいとした活砒

1吟間め IIつなIfようの時r.,
合14的・団坦的な1行社による生活化を中心とした学習士ら1
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幼保小の連携を

継続的なものに

保育や指導、連携を振

り返り改善していく
● 幼保小の職員が一緒に振

り返ることが大切

● 連携のＰＤＣＡサイクルを

Step
５

カリキュラム作成がゴールではなく、実質的な連携や実践につなぐために

作成のプロセス

日々の保育や指

導に生かす

カリキュラムを日々の

保育や指導に生かす
● 架け橋期のカリキュラム

とともに、スタート・アプ

ローチカリキュラムも活
用し、つながりを意識し
た実践を行う

● 子供の交流を大切に

Step
４

カリキュラム例

を活用して作成

川越市架け橋期カリキ

ュラムを基に作成
● 園や学校の実態に応じた

カリキュラムを作成

● 子供の姿を共有する

Step
3

Step
2

話合いの場を

設定する

職員同士の交流が連携

の第一歩
● 幼保小連絡懇談会のグル

ープを活用して連携

● 職員間の話合いを行う

Step
1

架け橋期の

重要性への理解

幼保小の連携への必要

感をもって
● 子供のよりよい成長を

考える研修会

● 幼保小連絡懇談会

■■■■■■■■■■■ 



教師の指導・援助及び
子供の学びの変化



教師の指導・援助の変化

教職員の交流が
意識を変える

「教職員の交流」を通して、架け橋期の

カリキュラム等を協働して創り上げる

中で、幼保小の連携の「大切さ」や「必

要感」への意識が変わる。

● 幼保小の連携においては「教職員

の交流が大切である」と改めて意

識するようになった

● 幼保小それぞれの、子供の育ち

や学びには、どのような経験があ

るのかを共有することができた

● 「連携してよかった」という実感



教師の指導・援助の変化

子供の経験を
生かした指導へ

「教職員の交流」や「架け橋期のカリキ

ュラム等」で、子供の経験を共有したこ

とで、より子供の経験を生かした指導

に変わっていく。

● 子供たちの園での経験を意識して

読み聞かせ、歌、運動、遊びの要素

をスタートカリキュラムに生かして

指導することができた

● 「園でやったことある？」「〇〇し

たことある？」経験をさらに共有

するために声掛けが変わった



教師の指導・援助の変化

一人一人の
育ちと学びを柔軟に

幼保小の連携が、改めて子供たち一人

一人の育ちと学びをていねいに見取

り、柔軟にカリキュラムや指導を工夫

していくように変える。

● スタートカリキュラムで、モジュー

ルでの活動

● 幼児期での経験を生かした指導

● 子供たち一人一人を見取る意識や

指導は、個別最適な学びと協働的

な学びの一体的な充実を実現する

ための土台となる



子供の学びの変化

小学校入学への
安心感と期待感

「教職員の交流」や「子供同士の交流」

が、小学校入学への子供の意識の変化

につながる。

● 入学先に限らず、小学校という場

を知る機会が小学校を「身近に感

じる」という安心感や期待感につ

ながった

● 自分の気持ちを伝えることだけで

なく、自分の話を友だちが聞いて

くれる嬉しさや、友だちの話を聞

く大切さを実感した



子供の学びの変化

経験を生かした
学校生活のスタート

「スタートカリキュラム」で、園での育ち

や学びの経験が、小学校でも生きるこ

とが実感できる授業での学校生活の

スタートにつながる。

● 幼児期での読み聞かせや運動や遊

びの延長線上に、小学校の授業が

あることが、学習への安心感につ

ながり、学習への意欲や自信とな

った



子供の学びの変化

安心した環境の中で
人間関係を築き学ぶ

「スタートカリキュラム」で、学校生活

のスタートにつまづかないことで、安

心した環境の中で人間関係を築き、学

びを広げていく。

● 幼児期の経験を、生活科を中心に

様々な教科の学習に生かすように

なった

● 「学校は楽しい」という気持ちが意

欲・主体性・自信につながり、不登

校が減少



持続可能な取組とするために



持続可能な取組とするために

●教職員の意識の変化を更なる連携へとつなぐ

●ベースとなる各カリキュラムを活用し横展開を
■川越市架け橋期のカリキュラム
■川越市スタートカリキュラム
■川越市アプローチカリキュラム

●47年目を迎える幼保小の連携
■幼保小連絡懇談会を中心に



幼保小がお互いを認め、尊敬し合う
持続可能な連携を推進し、未来につながる力を育む



育

Kawagoe City Board of Education 
川越市教育委員会
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